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ダニによってアレルギーを起こす人は、秋が一番多くなります。気管支喘息、アレルギー性鼻炎、アト
ピー性皮膚炎のアレルゲン（症状の原因物質）となるのは、圧倒的にダニです。特にチリダニとその死
骸です。これを除去すれば多くのアレルギーは軽減する可能性があります。
本書は、ダニの研究を50年続けてきた著者が、アレルギーに対する正しい「ダニの知識」を解説。ご
本人はもちろん、子供のアトピーで悩むお母さん、お父さんにもわかりやすいように、図版やイラストを交え
て説明しています。
アトピー、アレルギーに悩む子供とその親御さんに効果的具体的、かつ実践的なダニ除去の方法が
この1冊で理解できます。
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ダニとアレルギー対策の10則
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1.生きているダニだけでなく、ダニの死体やフン、
切片もすべてアレルゲン（アレルギーの原因）になる。

2.ダニは多くのアレルギーの原因または発作のきっかけに関係している。

３.ダニを減らせば、多くのアレルギー症状は改善する可能性がある。

４.ダニを減らす鉄則は「殺す」より「増やさない」。

５.ダニを増やさないために一番効果があるのは「乾燥」。熱や薬より確実。

６.ダニの繁殖地（たとえば寝具や押し入れなど）の乾燥、清潔に気をつけよう。

７.ふとんを干したら、湿度が高くなる午後３時までに取り込もう。

8.使わない寝具やぬいぐるみは乾燥剤と一緒に、ビニール袋に入れて密閉しよう。

９.畳の上にカーペットやカーペットにラグを重ねる二重敷きは〝ダニ天国〞をつくる。

1０.ハウスダストはダニアレルゲンの塊。こまめな掃除でアレルゲンを減らそう。

本書は以下１０則にのっとりダニとアレルギー対策を解説していきます。

寝具の正しいダニ対策

ふとんや枕、シーツなど寝具類のダニ対策はとくに重要です。ふとん干しをするときの注意、ふとん
に掃除機をかけるタイミング、さらにダニをふとん内部に侵入させない高密度繊維など、ダニの増殖
をおさえる具体的な対策を本書で解説いたします。

高密度繊維でダニの侵入を防ぐ換気 布団干し 炭で除湿

場所別にダニ対策を立てる

寝具以外にもダニは家中にいます。たとえば畳にはダニがいますが、畳の上にカーペットを敷くと、
さらにダニが大量に繁殖します。それぞれの場所に応じたダニ対策について本書で解説いたします。

〔カーペットおよび各種マット類〕
・カーペットやマットはこまめに掃除機かけを行い、ときどき洗濯、クリーニングを行う
・カーペットの毛には方向性があるので、掃除機は左右前後にゆっくりかける

〔クローゼットや押し入れなど〕
・密閉性のない収納容器の場合は、大きなビニール袋に入れ密閉性を保つこと
・クローゼットや押し入れ、その他衣類の収納場所に炭や吸湿剤を設置する

〔食品および食器棚〕
・長い間食品を放置しない。とくにお好み焼きの粉やたこ焼きの粉は早めに食べる
・食器棚はときどきアルコールや家庭用洗剤でふく

場所ダニ対策 （例）

等々場所に応じた対策法を解説


